
　南海トラフ地震をはじめとした大規模災害への備えが重要です。このような中で、地域の最も身近な防災機関
である消防団は重要です。あなたも地域防災の要となる消防団員として活動してみませんか。

　消防団は市町村の非常備の消防機関であり、その構成員である消防団員は仕事や学業を
行いながら、非常勤特別職の地方公務員として、「自らの地域は自ら守る」という精神に基
づき、消防防災活動を行っています。

　5つの分団が、市内を分担して活動しています。
　消防団の活動は消火だけではありません。地震や台
風などへの警戒・対応といった有事の他に、様々な訓
練や消防車両などの資機材の点検、水利の点検、夜警
など平時での活動も行っています。

・火災や台風、地震などの災害対応
・操法訓練、非常招集訓練、水防訓練などの訓練
・入退式、観閲式、操法大会、出初式への参加

　今年度からは、自動車学校で安全運転講習会の開催
や、プロジェクションマッピングによる消火訓練とい
った新しい取り組みも行っています。また、団員の負
担軽減などのため、年間の訓練回数を70回にしまし
た。

あなたのチカラを
消防団に。

消防団員募集

消防団
とは

活動
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第6分団
西端地区

第1分団
新川地区と
中央地区の一部

第5分団
旭地区

第3分団
棚尾地区と
中央地区の一部

第2分団
大浜地区
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条件
・
待遇

年間
主要行事

［応募資格］　市内在住又は在勤で満18歳以上の人
［任　　期］　�5年（3年間を消防団員として活動し、残り2年を消防団員の活動を支える

消防予備隊員として活動）
［費用弁償］　団員個人に対して支給します。

［年額報酬］

［退職報酬金］2年以上勤務すると、年数によって退職時に支給します。

［補償制度］　�消防団員が消防団活動でけがをしたときは、医療費を補償します。その他、
けがのために収入がなくなったときの休業補償や治療後障害が残ったとき
の障害補償、死亡したときの遺族補償制度などがあります。

訓練 4,000円／回
災害出動 8,000円／日
火災待機 8,000円／日（4時間以下は4,000円／日）

団員
団長 副団長 分団長 副分団長 部長 団員

163,000円 125,000円 73,500円 60,500円 41,500円 36,500円

予備隊員
隊長 副隊長 分隊長 副分隊長 班長 班員

81,500円 62,500円 36,800円 30,300円 20,800円 18,300円

勤務年数5年
以上10年未満

団長 副団長 分団長 副分団長 部長 団員
344,000円 329,000円 318,000円 303,000円 283,000円 264,000円

��3月　　入退式
　　　�　�新入団員と5年間の任期を終えた団

員の入退式を行います。
��4月　　資機材取扱訓練
　　 　　放水訓練
��6月　　観閲式
　　�　　�各部隊訓練で習得した規律や節度、

部隊の動きを披露します。
　　　　�水防訓練
　　　　�防潮扉などの開閉訓練を行います。

11月　　消防操法大会
　　　　 非常招集訓練
　　　�　実践的な消火活動訓練を行います。
12月　　年末夜警
　　 　　 火の用心を呼びかけながら火災の警戒

を行います。
��1月　　消防出初式
　　�　　�消防署や民間企業の自衛消防隊などと

共に消防の総力を市民に披露します。

あなたがいる。だからまちは笑顔であふれる。あなたがいる。だからまちは笑顔であふれる。
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